
第二章
第一節

江戸時代の暮らし
～ごちそうは、1日5合の美味しいお米～

江戸時代の食生活は、お米が中心。今のような

贅沢なおかずはほとんどありませんでした。その

かわり、男性1日の米消費量は、なんと５合

（800g）！ しかも、江戸の初期までは、一汁二菜の

朝食と夕食の1日2食だけでした。

庶民はたいてい長屋住まい。灯りに使うロウソクや

油は高価なため、夜ふかしはできません。日の出と

ともに目覚め、日没とともに寝る、といった暮らしを

していました。
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館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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